
虎ノ門ニュース（2018年10月31日 ＤＨＣテレビ）
徴用工や慰安婦は我々の先祖へのヘイト

11月8日に放送された虎ノ門ニュース（ＤＨＣテレビ）で作家の竹田恒泰氏が「私
が『徴用工や慰安婦はなかった』と言うとヘイトと騒ぐ人がいるが韓国側の主張こ
そ我々の先祖へのヘイトで、事実じゃないことを『ある』と主張することこそヘイ
ト。韓国側が言う慰安婦・徴用工に関する主張は全部ヘイトスピーチで実態がない。
朝日新聞が作ったフェイクニュースである慰安婦問題に対してよく感情を出せると
思う。まともな日本人の感覚で考えたらだめ」と韓国側の主張はヘイトスピーチと
主張した。
日韓断交論についても「手順を考えずに断交をすると日本が非常識になる。いきな
り断交は単純すぎて韓国と同レベルになる」と警鐘を鳴らしつつ、韓国が日韓請求
権協定を無視し国際司法にいく時は「徴用工と竹島をセットでやるのでは？」と持
論を語った。

また徴用工訴訟に関してジャーナリストの有本香氏は「徴用工訴訟で原告になって
た4人は徴用されてない。募集広告に自ら応募し雇用された人達だから徴用工と表
現すべきでない。国会でも安倍総理が『徴用工ではない』と言われてた」と徴用工
訴訟の原告がそもそも筋違いの訴えを起こしてると指摘した

安倍総理決めつけ報道を忘れた杉尾に苦言
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有田芳生が「拉致被害者家族が『何も説明してくれない』と言ってる！」という主張するも、
安倍総理は「その主張は信じることは出来ない。ご存知ないと思うが深い話を家族にしてる」と真っ向否定

また国会で横田早紀江さん（めぐみさんの母）に政権批判させようとしたことも…
嘘をついてまで拉致被害者家族を利用し、政権批判するのが立憲の“まっとうな政治”なのか？


